山本とみたか議会だよりNo36号

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成１５年３月２４日発行

　　　　　町内でも初、鎮目区に女性区長が誕生

　　今年は昨年とは大ちがいで、寒い日がつづいています。みなさんお変わりありませんか。世界は大事件が起きており、イラクはこの先どうなるのか。戦争が早く終わるのを願うのみです。岡神社のお祭りも近づいてきました。桃のつぼみもふくらんできて、摘蕾の作業も忙しくなってきました。区の総会も終わり、新しい区長さんたちも決まりました。また、公民館の建て替え予算も大型補助金により、新築の運びとなりました。

　３月定例議会は１０日から１９日までの１０日間開かれました。金井町長からは、１４年度の補正予算と、１５年度の当初予算など開会日には３１案件の提案でした。が、国や県の予算編成により、鎮目公民館の建て替え予算８千万円が内示されたことにより、最終日この案件が急きょ追加提案されました。１５年度の予算は詳しくは、近く町の広報で発表されますが、一般会計が３１億１千２百万円、７特別会計が２３億８千４百万円です。

　今年の大きな事業としては、春日居駅前開発、小中学校の耐震工事、JR線沿い通学路の建設、鎮目・山口地区の下水道工事。それに鎮目公民館建て替え工事などがあります。山口の下水道は、これまで計画にはなかったものですが、琴川ダムの石和町への通水路が、保雲寺前から、岡神社前を通り旧宮前橋のあったところから平等川を渡る工事に合わせ、下水道管の敷設も行うものです。下水道は神橋の所でポンプアップして、１４０号国道へつなげるということです。

　また、町長からは行政報告として➀町村合併は、１６年１０月１２日を合併予定日とすることになった。新市の名前は全国公募する。市役所の位置は今後検討する。➁県のマスタープランによる線引きは先送りされた。③佐渡の相川町は一島一市として、１６年３月１日に合併する方針であるーなどの報告がありました。一般質問は最終日に2人の議員が町内循環バスの運行、桑戸に建設中の農産物直売所の運営など質しました。

　バスについての町長の答弁では「今後合併する町村のなかでは、一宮と境川でやっているが、利用者が少なく運営がむずかしい。新市のなかで検討したい」とのことでした。

　さて、鎮目公民館の件ですが、　23日の区総会でも説明しましたが、「介護施設なら有利な補助金で施設が作れる」という情報から、町の協力も頼み、5人の区長、専門部、代表組長などの建設委員会で、この資金で完成した櫛形、白根など視察しました。昨年暮れ、国も14年度補正予算の編成を決めたので、ようやく建設のメドがたちました。ただ改築ではだめで、新築で名称も公民館でなく「福祉・ふれあいの家」などという注文もつきました。

　区長のメンバーも、上手・込山治利、大侭・鎮目恵丸、中・高野芳雄、下町・樋口公子、

山口・杉原巧さんらと決まりました。ご苦労かけますがよろしく。これから忙しくなりますが、健康に気をつけてがんばりましょう。では6月までさようなら・・・・

